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大
学
の
目
的
は
、
教
育
と
研
究
、
そ

し
て
社
会
貢
献
で
あ
る
。
し
か
し
、
社

会
貢
献
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
近
々
30
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
す
ぎ

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が
大
学
の
学
祖

上か
み

岡お
か

一か
ず

嘉よ
し

初
代
学
長
は
、
当
初
か
ら
こ

の
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。
見
識
で
あ
る
。

　

後
発
の
白
鷗
大
学
が
生
き
残
る
道
を
探

る
と
す
れ
ば
、
郷
土
に
愛
さ
れ
る
「
大

学
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

郷
土
で
愛
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
大
学
ら

し
い
大
学
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
二
大
条

件
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
第
一

に
「
愛
さ
れ
る
条
件
」
と
は
な
に
か
。
そ

れ
は
な
に
よ
り
も
地
域
で
好
か
れ
る
人
材

を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

ゆ
と
り
あ
る
温
和
な
人
物
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
青
白
い
顔
を
し
た
ト
ゲ
ト
ゲ

し
い
人
柄
で
は
な
く
、
に
こ
や
か
に
事

柄
を
ゆ
っ
た
り
と
受
け
止
め
る
、
余
裕

と
自
信
を
も
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
タ
イ

プ
の
タ
フ
な
人
物
像
で
は
な
い
か
。
北

関
東
の
大
地
に
マ
ッ
チ
し
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
、

し
っ
か
り
者
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
人
間
を
育
て
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
女
学
校
と
し
て
「
強

く
、
優
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
発
足
し
た
本
学
の
教

育
そ
の
も
の
が
も
つ
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
性
格
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
条
件
、「
大
学
ら
し
い
大
学
」
と

は
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
の
よ
う
に
、
国
際

的
大
学
の
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
た
「
若
き
情
熱
の
学

府
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
本
学
は
設
立
当
初
か

ら
英
語
教
育
を
重
視
し
、
短
期
留
学
や
交
換
留
学
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
も
と
よ
り
、
国
際
化
教
育
と
し

て
十
分
と
い
え
る
ほ
ど
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
が
、
そ
の
方
向
性
は
本
学
の
基
本

的
性
格
と
し
て
固
ま
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

確
か
に
、
日
本
人
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
教
養
を

身
に
つ
け
、
さ
ら
に
国
際
人
と
し
て
の
基
礎
を
確
立

学
位
記
・
卒
業
証
書

１
０
５
３
人
に
授
与

　

４
月
１
日
、
大
行
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
体
育

館
で
平
成
30
年
度
入
学

式
を
挙
行
し
た
。
式

辞
の
な
か
で
奥お

く

島し
ま

孝た
か

康や
す

学
長
は
「『
プ
ル
ス
・

ウ
ル
ト
ラ
』
の
精
神
を

忘
れ
ず
に
、
精
一
杯
こ

の
青
春
を
謳
歌
し
て
く

だ
さ
い
」
と
新
入
生
を

激
励
。
大
学
院
生
を
含

む
１
３
３
６
人
が
新
た

に
白
鷗
生
と
な
り
、

全
学
で
５
０
９
１
人
が

新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

1336人の新入生を迎え入学式
　

平
成
29
年
度
学
位
記
・
卒
業

証
書
授
与
式
が
３
月
17
日
、

本
キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
体
育
館
で

開
か
れ
、
１
０
５
３
人
が
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

大
学
院
・
学
部
卒
業
生
の
各
代

表
者
に
学
長
か
ら
証
書
が
授
与

さ
れ
た
ほ
か
、
卒
業
生
を
代
表

し
て
法
学
部
の
宇う

野の

倫み
ち

崇た
か

さ
ん

が
「
熱
い
情
熱
を
胸
に
、
５
つ

の
大
陸
に
向
か
っ
て
夢
を
つ
な

い
で
い
く
」
と
誓
い
、
閉
式
と

な
っ
た
。

■小中高教員採用試験合格者数の推移

19名
2007年度

22名
2008年度

41名
2009年度

31名
2010年度

53名
2011年度

112名
2013年度

123名
2014年度

122名
2015年度

169名
2016年度

171名
2017年度

76名
2012年度

939名
合計

白
鷗
大
学
の
就
職
率
は
こ
こ
数
年
、
過

去
最
高
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ

は
、
景
気
拡
大
と
人
手
不
足
を
背
景
に
、

企
業
の
採
用
意
欲
の
高
ま
り
の
反
映
で
は

あ
る
が
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
就
職
活
動

の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
あ
る
。

進
路
決
定
に
向
け
、
企
業
へ
の
就
職
に

限
ら
ず
、
公
務
員
や
教
員
な
ど
、
白
鷗
生

の
希
望
に
沿
っ
て
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で

夢
の
実
現
へ
向
け
て
支
援
し
て
い
る
の

が
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で

あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
就
職
活
動
に
必

要
な
会
社
情
報
、
採
用
情
報
、
業
界
研

究
、
自
己
分
析
な
ど
を
整
理
し
て
提
供
す

る
「
情
報
提
供
」、
就
職
活
動
に
向
け
た

講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
「
支
援
行

事
」、
１
対
１
で
進
路
選
択
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
「
個
人
相
談
」
の
３

つ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
柱
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

の
が
同
セ
ン
タ
ー
の
進
路
支
援
課
、
資
格

支
援
課
、
公
務
員
支
援
室
、
教
職
支
援
室

の
４
組
織
で
あ
る
。

進
路
支
援
課
で
は
年
間
を
通
じ
て
様
々

な
キ
ャ
リ
ア
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
１
３
０
社
以
上
が
参
加
し

て
行
わ
れ
る
県
内
最
大
規
模
の
学
内
合
同

企
業
説
明
会
も
実
施
し
て
い
る
。

資
格
支
援
課
は
、
め
ざ
す
進
路
に
直
結

す
る
免
許
や
資
格
取
得
を
支
援
。
社
会
保

険
労
務
士
講
座
や
行
政
書
士
講
座
等
を
学

内
で
開
講
す
る
な
ど
、
受
講
環
境
を
整
え

て
い
る
ほ
か
、
学
内
受
験
や
受
験
料
の
一

部
を
大
学
が
補
助
す
る
検
定
を
実
施
す
る

な
ど
、
学
生
た
ち
の
資
格
取
得
の
一
助
と

な
っ
て
い
る
。

公
務
員
支
援
室
で
は
、
官
公
庁
の
採
用
担

当
者
を
招
き
、「
公
務
員
業
務
説
明
会
」
の

開
催
や
、
本
試
験
を
想
定
し
た
面
接
指
導

や
論
文
対
策
も
随
時
実
施
。
こ
の
他
、
大

手
予
備
校
と
提
携
し
、「
公
務
員
試
験
対
策

講
座
」
も
開
設
。
同
講
座
の
受
講
生
か
ら

毎
年
多
数
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
お
り
、

昨
年
度
は
１
１
５
人
が
合
格
を
果
た
し
た
。

教
職
支
援
室
で
は
元
校
長
な
ど
の
現
場
経

験
豊
富
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
常
駐
し
、
採
用

側
の
立
場
か
ら
教
職
教
養
の
補
習
や
模
擬
授

業
な
ど
の
実
践
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

教
職
支
援
室
の
ほ
か
に
も
、
教
員
志
望
者

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
制
度
が
「
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
学
と
小
山

市
近
隣
の
教
育
委
員
会
と
が
連
携
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
教
職
希
望
者
が
小
・

中
学
校
に
出
向
き
、
現
職
教
員
指
導
の
も

と
、
週
１
～
３
回
程
度
児
童
生
徒
の
学
習

や
部
活
動
の
支
援
を
す
る
も
の
。
課
題
発

見
や
め
ざ
す
教
師
像
の
具
体
化
に
繋
が
る

な
ど
、
参
加
者
か
ら
も
好
評
で
、
教
職
現

場
で
学
ん
だ
成
果
は
、
年
々
増
加
す
る
教

員
採
用
試
験
の
合
格
実
績
に
表
れ
て
い
る
。

就
職
率
過
去
最
高
の
９
８.

７
％

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
が
躍
進
の
原
動
力

新
し
く
な
っ
た
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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■就職率 過去10年間の推移

白鷗生の就職率
白鷗大学の卒業者に占める就職者の割合
全国の卒業者に占める就職者の割合

就職率
2017年度98.7％

「小山は第２の故郷」
と挨拶する宇野さん

新入生と保護者で
満席となった会場

地域貢献と白鷗大学の近未来　学長　奥島孝康

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
そ
う
安
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
人
ら
し

い
日
本
人
と
い
う
べ
き
中
世
の
坂
東
武
士

を
生
み
出
し
た
北
関
東
の
地
盤
の
上
で
、

国
際
感
覚
豊
か
は
人
間
を
育
て
る
と
い
う
実

験
は
着
々
と
そ
の
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
何
も
大
都
市
圏

の
み
に
見
ら
れ
る
現
象
で
は
な
く
、
北
関
東

と
い
う
大
い
な
る
田
舎
で
も
可
能
で
あ
る
と

い
う
新
た
な
実
験
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

で
は
、
本
学
に
可
能
な
地
域
貢
献
と
は
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
を
挙
げ
る
と
、
各
地
に
今
も
残
る
地
域
文

化
の
継
承
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
伝
統
文

化
と
し
て
の
古
民
家
再
生
街
（
蔵
の
街
・
栃

木
）、
温
泉
郷
（
鬼
怒
川
、
塩
原
）
や
観
光
地

（
日
光
、
足
利
、
益
子
）
の
整
備
な
ど
は
街

並
み
づ
く
り
を
得
意
と
す
る
学
生
チ
ー
ム
の

取
り
組
む
テ
ー
マ
と
し
て
適
し
て
い
る
。
現

地
の
住
民
に
は
見
え
な
い
も
の
が
、
学
生
の

眼
に
は
新
鮮
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
大
学
の
社
会

貢
献
の
主
た
る
方
向
は
、
大
学
の
資
源
の
学

外
開
放
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
社
会
人
教
育

が
そ
れ
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
教
育
も
研
究
も

ベ
タ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
創
造
を
目
的
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
学
の
社
会
貢
献
と
は
、
大

学
の
教
育
力
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
す
ぎ

な
い
。
こ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
と
い

わ
れ
る
も
の
こ
そ
が
い
わ
ゆ
る
社
会
人
教
育

で
あ
り
、
一
般
に
は
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

事
業
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
わ
が
大
学
は
、
東
北
本

線
上
に
位
置
し
、
水
戸
線
と
両
毛
線
と
も

交
じ
る
上
に
、
駅
前
に
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
も
つ
。
ま
さ
に
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
事
業
を
予
定
し
た
か
の
よ
う
な
位
置
に

あ
る
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
さ
な
い
手

は
な
い
。
日
本
は
そ
の
人
口
構
成
か
ら
し

て
、
き
わ
め
て
近
い
将
来
、
本
格
的
生
涯
学

習
時
代
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
近
々
10
年

以
内
に
そ
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
準
備

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
切
な
こ
と

は
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
本
学
は
あ
く
ま
で

「
若
き
情
熱
の
学
府
」
と
し
て
の
姿
勢
を
堅

持
す
る
心
意
気
を
失
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。



H A K U O H   NEWS　　VOL.24 2018年（平成30年）８月１日

国
土
交
通
省
、
ヤ
フ
ー
と
連
携 

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

栃
木
商
業
高
等
学
校
と
高
大
連
携
を
締
結

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
第
８
回
関
東
大
学
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
戦
（
５
月
26
日
～
６
月
17
日
）
に
お
い
て

準
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

17
日
に
行
わ
れ
た
決

勝
戦
は
、
序
盤
は
東
京

医
療
保
健
大
と
一
進
一

退
の
展
開
だ
っ
た
が
、

第
二
ピ
リ
オ
ド
か
ら
徐
々

に
離
さ
れ
77

−

87
で
惜
し

く
も
敗
れ
た
。

　

個
人
で
は
、
シ
ラ 

ソ
ハ

ナ　

フ
ァ
ト
ー
ジ
ャ
選
手

（
経
営
学
部
２
年
）
が
敢

闘
賞
・
得
点
王
・
リ
バ

ウ
ン
ド
王
を
獲
得
し
、

神か
ん

﨑ざ
き

璃り

生お

選
手
（
教
育

学
部
２
年
）
が
ベ
ス
ト

８
賞
に
選
出
さ
れ
た
。

　

関
甲
新
学
生
野
球
１
部
リ
ー
グ
で
２
０
１
２
年
の
秋
季
以
来
、
11
季
ぶ
り

７
度
目
の
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
硬
式
野
球
部
が
、
第
67
回
全
日
本
大
学
選
手

権
大
会
（
８
年
ぶ
り
４
回
目
）
に
出
場
し
、
初
の
８
強
入
り
を
果
た
し
た
。

　

２
回
戦
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
同
部
は
、
中
京
大
と
対
戦
し
、
初
戦
を

３

−

１
勝
利
。
９
年
ぶ
り
に
全
国
で
勝
利
を
収
め
、
８
強
に
名
乗
り
を
上
げ
た
。

　

続
く
準
々
決
勝
は
、
３
年

連
続
33
回
目
の
出
場
と
な

る
強
豪
、
東
北
福
祉
大
と

対
戦
し
た
が
、
惜
し
く
も

延
長
10
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
１

−

２
で
敗
れ
、
準
決
勝
進
出

は
叶
わ
な
か
っ
た
。
大
会
は

東
北
福
祉
大
が
14
年
ぶ
り
３

度
目
の
優
勝
に
輝
き
幕
を
閉

じ
た
。

　

黒く
ろ

宮み
や

寿と
し

幸ゆ
き

監
督
は
「
選
手
た

ち
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。こ

の
経
験
を
秋
季
リ
ー
グ
に
生
か

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
次
の
目

標
に
向
け
て
進
み
始
め
た
。

◆女子バスケットボール部
　◦第52回関東大学女子バスケットボール選手権大会　３位
　　ベスト８賞　上田祐季（教育学部４年）
◆男子バスケットボール部
　◦第67回関東大学バスケットボール選手権大会　３位
　　優秀選手賞　前田怜緒（教育学部３年）
◆硬式野球部
　◦関甲新学生野球連盟平成30年度新人戦　優勝
　　最優秀選手賞　京橋幸多郎（経営学部２年）
　　最高殊勲選手賞　山田啓太（教育学部２年）
◆軟式野球部
　◦北関東大学軟式野球春季リーグ戦　優勝
◆剣道部
　◦栃木県学生剣道大会　男子団体・女子団体　優勝
◆少林寺拳法部
　◦少林寺拳法栃木県大会
　　大学生女子・大学生男子・大学生団体　最優秀賞
◆女子ソフトボール部
　◦第13回関東学生女子ソフトボール春季リーグ戦　優勝
◆ソフトテニス部
　◦関東学生ソフトテニス２部トーナメント選手権大会　女子　優勝

公
式
戦
試
合
結
果

次のリーグ戦に向け、決意を新たにするメンバー

一
般
社
団
法
人
日
本
ク
レ

ジ
ッ
ト
協
会
と
連
携
し
て
、
高

校
生
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み

な
ど
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
の
教
育
動
画
教
材
が
制

作
さ
れ
た
。
制
作
に
あ
た
っ
て

は
、
日
本
の
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
開
拓
者
的
存
在

で
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
Ｃ
Ｇ
室

長
な
ど
を
経
験
し
た
菅す

が

野の

嘉よ
し

則の
り

教
授
の
指
導
の
も
と
、
経

営
学
部
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
の
学

生
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
企
画
や

脚
本
、
制
作
を
担
当
し
た
。
さ

ら
に
同
教
授
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
著
名
な
声
優
が
動
画
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

演
じ
て
い
る
。

物
語
の
舞
台
は
、
常
に
強
風

が
吹
く
「
惑
星
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｅ
星
」。

風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
重

い
現
金
が
流
通
し
て
い
た
が
、

主
人
公
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
利
便
性
を
知
り
、
導
入
し
よ

う
と
す
る
な
か
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
仕
組
み
や
利
用
方
法
な
ど
を

学
ん
で
い
く
内
容
だ
。
本
編

は
33
分
で
、
そ
の
ほ
か
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
13
分
も
収
録
し
て
い

る
。
作
品
は
同
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
る
ほ
か
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
、
全
国
の
高
等

学
校
な
ど
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
と
教
材
用
ア
ニ
メ
を
制
作

制作した教材用アニメ
「風の惑星～ＧＡＬＥ～」

　

国
土
交
通
省
、
ヤ
フ
ー
株

式
会
社
と
白
鷗
大
学
の
共
催

で
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
８
」
が

６
月
18
日
、
オ
ー
プ
ン
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

「
Ｌ

ロ
 
ッ
 
ジ

Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
」（
ヤ
フ
ー
株

式
会
社
内
）
で
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
者

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
が
一

堂
に
会
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、
各
地
の
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
の
対
流

事
例
や
課
題
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
登
壇
者
や
参
加
者

同
士
の
新
た
な
繋
が
り
に
よ

る
対
流
を
促
進
し
た
も
の
。

会
場
に
は
、
関
係
者
も
含
め

１
０
０
名
以
上
が
参
加
し
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。

　

国
土
交
通
省
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ヒ
ト
や
情
報
の
対
流
促

進
の
場
で
あ
る
「
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
を
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す

る
「
知
的
対
流
拠
点
」
と
位

置
付
け
て
お
り
、
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
た
経
営
学
部
の

小お

笠が
さ

原わ
ら

伸し
ん

教
授
も
「
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
限
ら

ず
、
都
市
の
装
置
と
し
て
今

後
知
的
交
流
を
創
出
す
る
空

間
は
社
会
に
多
く
求
め
ら
れ

る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　

白
鷗
大
学
で
は
、
茨
城
県

結
城
市
と
の
連
携
事
業
の
１

つ
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
「
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
（
ゆ

い
の
わ
）」
と
の
連
携
が
あ

り
、
同
教
授
が
中
心
と
な
っ

て
運
営
の
助
言
、
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

H
A
K
U
O
H
 S
P
O
R
TS
　
　
H
A
K
U
O
H
 S
P
O
R
TS
　
　
H
A
K
U
O
H
 S
P
O
R
TS
　
　
H
A
K
U
O
H
 S
P
O
R
TS
　
　
H
A
K
U
O
H
 S
P
O
R
TS

　

栃
木
県
立
栃
木
商
業
高
等

学
校
と
の
高
大
連
携
に
関
す

る
協
定
を
締
結
す
る
調
印
式

が
６
月
22
日
、
Ｊ
Ｒ
小
山
駅

東
口
の
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。
相
互
に
連
携
し
交

流
す
る
こ
と
で
、
教
育
内
容

の
充
実
と
学
生
お
よ
び
生
徒

の
資
質
向
上
を
図
り
、
今
後

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
。
こ
れ
か
ら
は
大

学
の
授
業
に
高
校
生
を
特
別

聴
講
学
生
と
し
て
受
け
入
れ

る
ほ
か
、
大
学
教
員
の
出
張

講
義
や
高
大
接
続
教
育
へ
の

支
援
な
ど
で
連
携
す
る
。

　

式
に
は
栃
木
商
業
高
等
学

校
の
池い

け

田だ

和か
ず

久ひ
さ

校
長
を
は
じ

め
、
本
学
か
ら
は
上か

み

岡お
か

條じ
ょ
う

二じ

理
事
長
、
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
長
の
奥お

く

澤ざ
わ

信の
ぶ

行ゆ
き

教
授
な

ど
が
出
席
。
挨
拶
し
た
奥
島

孝
康
学
長
は
「
地
元
密
着
型

の
大
学
と
し
て
、
今
回
の
高

大
連
携
は
有
効
的
な
役
割
を

果
た
す
の
で
は
な
い
か
」
と

今
後
の
発
展
的
な
連
携
に
期

待
を
寄
せ
た
。

　

本
学
と
県
内
高
等
学
校
の

連
携
協
定
は
鹿
沼
高
等
学

校
、
小
山
南
高
等
学
校
、
小

山
城
南
高
等
学
校
に
続
く
４

校
目
と
な
っ
た
。

協定書を取り交わし
握手する池田校長と奥島学長

硬式野球部が初の全国８強

初
開
催
と
な
っ
た

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト

女
子
バ
ス
ケ
部
が
新
人
戦
準
優
勝

カナダの
ヴィクトリア大に
留学する峯崎さん

台湾の
銘傳大に留学する

小林さん

　

文
部
科
学
省
が
主
催
す
る

ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
の
「
地
域
人
材
コ
ー
ス
」

を
利
用
し
た
大
学
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
ち
ぎ
が
実
施
す
る

「
と
ち
ぎ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
級
コ
ー

ス
」
に
経
営
学
部
３
年
の
小こ

林ば
や
し

穂ほ

乃の

香か

さ
ん
が
選
ば
れ

た
。
ま
た
、
群
馬
県
太
田
市

が
実
施
す
る
「
新に

い

田た

山や
ま

グ

ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
事
業
」

に
経
営
学
部
２
年
の
峯み

ね

崎さ
き

和わ

佳か

奈な

さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

　

白
鷗
大
学
と
交
換
留
学
協

定
を
結
ぶ
台
湾
の
銘
傳
大
に

約
１
年
間
留
学
す
る
小
林
さ

ん
は
「
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
栃
木
県
の
魅
力
を
発
信

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」、
経
営
学
部
海
外
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
約
３
ヶ
月

間
カ
ナ
ダ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

大
に
留
学
す
る
峯
崎
さ
ん
は

「
語
学
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

留
学
先
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
も
行

い
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

２
人
は
今
年
９
月
か
ら
留

学
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

ト
ビ
タ
テ
！

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

派
遣
留
学
生
に

経
営
学
部
の
２
人
が
選
出

チームを牽引する主将の龍選手
中京大戦、先制の２点中前適時打を放つ



【 事業活動収支計算書 】平成29年４月１日から平成30年３月31日まで
　事業活動収支計算書は、経営の状況について表したものであり、企業会計における「損
益計算書」に近似したものです。平成29年度の基本金組入前当年度収支差額は８億1,532
万円の収入超過となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
学生生徒等納付金 6,126,741,800 6,190,539,460 △ 63,797,660
手　数　料 174,250,000 189,549,804 △ 15,299,804
寄　付　金 16,000,000 20,064,938 △ 4,064,938
経常費等補助金 1,160,230,000 1,200,253,810 △ 40,023,810
　国庫補助金 472,000,000 505,621,584 △ 33,621,584
　地方公共団体補助金 688,230,000 694,632,226 △ 6,402,226
付随事業収入 21,700,000 22,942,738 △ 1,242,738
雑　収　入 264,662,000 266,396,181 △ 1,734,181
教育活動収入計 7,763,583,800 7,889,746,931 △ 126,163,131

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
人件費 3,871,886,000 3,865,426,833 6,459,167
教育研究経費 3,131,913,704 3,124,416,896 7,496,808
管理経費 745,680,000 684,464,714 61,215,286
徴収不能額等 500,000 43,000 457,000
教育活動支出計 7,749,979,704 7,674,351,443 75,628,261

教育活動収支差額 13,604,096 215,395,488 △ 201,791,392

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
受取利息・配当金 173,500,200 217,175,577 △ 43,675,377
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 173,500,200 217,175,577 △ 43,675,377

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
借入金利息 25,737,259 25,737,259 0
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 25,737,259 25,737,259 0

教育活動外収支差額 147,762,941 191,438,318 △ 43,675,377
経常収支差額 161,367,037 406,833,806 △ 245,466,769

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
資産売却差額 235,000,000 262,637,010 △ 27,637,010
その他の特別収入 157,965,000 156,467,704 1,497,296
特別収入計 392,965,000 419,104,714 △ 26,139,714

事
業
活
動

支
出
の
部

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
資産処分差額 10,655,917 10,610,376 45,541
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 10,655,917 10,610,376 45,541

特別収支差額 382,309,083 408,494,338 △ 26,185,255

〔予　備　費〕 （　45,121,880）
4,878,120 ‒ 4,878,120

基本金組入前当年度収支差額 538,798,000 815,328,144 △ 276,530,144
基本金組入額合計 △ 1,134,000,000 △ 1,117,949,383 △ 16,050,617
当年度収支差額 △ 595,202,000 △ 302,621,239 △ 292,580,761
前年度繰越収支差額 △ 6,056,246,576 △ 6,056,246,576 0
基本金取崩額 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 6,651,448,576 △ 6,358,867,815 △ 292,580,761
（参考）
事業活動収入計 8,330,049,000 8,526,027,222 △ 195,978,222
事業活動支出計 7,791,251,000 7,710,699,078 80,551,922

【 資金収支計算書 】平成29年４月１日から平成30年３月31日まで
　資金収支計算書は、一年間の収入・支出ごとの資金の流れの総額を表したものであり、
企業会計における「キャッシュフロー計算書」に近似したものです。資金収支の総額は
181億4,778万円であり、平成30年度への繰越支払資金は33億3,906万円となっております。
収　入　の　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
学生生徒等納付金収入 6,126,741,800 6,190,539,460 △ 63,797,660
手数料収入 174,250,000 189,549,804 △ 15,299,804
寄付金収入 36,300,000 36,229,451 70,549
補助金収入 1,294,925,000 1,334,948,810 △ 40,023,810
　国庫補助金収入 606,695,000 640,316,584 △ 33,621,584
　地方公共団体補助金収入 688,230,000 694,632,226 △ 6,402,226
資産売却収入 733,096,000 833,244,634 △ 100,148,634
付随事業・収益事業収入 21,700,000 23,120,628 △ 1,420,628
受取利息・配当金収入 171,000,200 214,728,357 △ 43,728,157
雑収入 264,662,000 266,396,181 △ 1,734,181
借入金等収入 1,500,000,000 1,500,000,000 0
前受金収入 1,145,115,000 1,261,579,269 △ 116,464,269
その他の収入 3,908,243,753 4,684,446,939 △ 776,203,186
資金収入調整勘定（注） △ 1,653,611,269 △ 1,677,860,409 24,249,140
前年度繰越支払資金 3,290,860,672 3,290,860,672 0

収入の部合計 17,013,283,156 18,147,783,796 △ 1,134,500,640

支　出　の　部
科　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異

人件費支出 3,810,586,000 3,805,278,053 5,307,947
教育研究経費支出 2,262,097,741 2,248,749,685 13,348,056
管理経費支出 634,830,000 570,247,134 64,582,866
借入金等利息支出 25,737,259 25,737,259 0
借入金等返済支出 200,000,000 200,000,000 0
施設関係支出 4,739,250,505 4,712,979,005 26,271,500
設備関係支出 981,800,000 568,896,119 412,903,881
資産運用支出 1,571,145,000 2,905,613,754 △ 1,334,468,754
その他の支出 434,661,494 450,848,484 △ 16,186,990

（　48,150,505） 　
予 備 費 1,849,495 ‒ 1,849,495
資金支出調整勘定（注） △ 659,234,012 △ 679,635,337 20,401,325
翌年度繰越支払資金 3,010,559,674 3,339,069,640 △ 328,509,966

支出の部合計 17,013,283,156 18,147,783,796 △ 1,134,500,640

（注）資金収入調整勘定及び資金支出調整勘定について
　学校法人会計における資金収支計算の目的は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内
容当該会計年度における支払資金の収入及び支出とそのてん末を明らかにすることとされています。そのため
収入・支出ともに調整勘定が設けられています。なお、資金収入調整勘定には期末未収入金及び前期末前受
金、資金支出調整勘定には期末未払金及び前期末前払金を計上しています。

【 貸借対照表 】平成30年３月31日
　貸借対照表は、学校法人の期末における資産と負債・基本金・繰越収支差額の状況を表
示して、財政状態を表しています。資産総額から負債総額を差し引いた「正味財産」は前
年度より８億1,532万円増加し、348億2089万円となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減
資産の部

固定資産 35,539,914,665 33,399,940,084 2,139,974,581
有形固定資産 30,547,900,952 26,355,335,126 4,192,565,826
土 地 5,904,030,229 5,904,030,229 0
建 物 20,510,469,592 13,467,491,326 7,042,978,266
構 築 物 1,358,710,041 1,218,378,041 140,332,000
教 育 研 究 用 機 器 備 品 1,168,479,942 996,703,529 171,776,413
管 理 用 機 器 備 品 256,816,969 207,517,551 49,299,418
図 書 1,159,888,172 1,127,817,675 32,070,497
車 両 80,537,109 100,020,175 △ 19,483,066
建 設 仮 勘 定 108,968,898 3,333,376,600 △ 3,224,407,702

特定資産 4,347,805,843 6,311,979,603 △ 1,964,173,760
第２号基本金引当特定資産 0 2,200,000,000 △ 2,200,000,000
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 800,749,081 730,645,603 70,103,478
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産 3,547,056,762 3,381,334,000 165,722,762

その他の固定資産 644,207,870 732,625,355 △ 88,417,485
借 地 権 291,394,657 291,394,657 0
投 資 有 価 証 券 2,247,300 53,343,674 △ 51,096,374
そ の 他 350,565,913 387,887,024 △ 37,321,111

流動資産 6,211,401,317 5,820,470,196 390,931,121
現 金 預 金 3,339,069,640 3,290,860,672 48,208,968
有 価 証 券 2,254,620,948 2,271,227,022 △ 16,606,074
そ の 他 617,710,729 258,382,502 359,328,227

資産の部合計 41,751,315,982 39,220,410,280 2,530,905,702

負債の部
固定負債 4,410,677,597 3,350,528,817 1,060,148,780

長 期 借 入 金 3,600,000,000 2,600,000,000 1,000,000,000
退 職 給 与 引 当 金 810,677,597 750,528,817 60,148,780

流動負債 2,519,744,541 1,864,315,763 655,428,778
短 期 借 入 金 500,000,000 200,000,000 300,000,000
前 受 金 1,261,579,269 1,294,554,269 △ 32,975,000
そ の 他 758,165,272 369,761,494 388,403,778

負債の部合計 6,930,422,138 5,214,844,580 1,715,577,558
純資産の部

基本金 41,179,761,659 40,061,812,276 1,117,949,383
第１号基本金 40,689,761,659 37,371,812,276 3,317,949,383
第２号基本金 0 2,200,000,000 △ 2,200,000,000
第４号基本金 490,000,000 490,000,000 0

繰越収支差額 △ 6,358,867,815 △ 6,056,246,576 △ 302,621,239
翌年度繰越収支差額 △ 6,358,867,815 △ 6,056,246,576 △ 302,621,239

純資産の部合計 34,820,893,844 34,005,565,700 815,328,144
負債及び純資産の部合計 41,751,315,982 39,220,410,280 2,530,905,702
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平
成
29
年
度
決
算
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
す
。
こ
の
決
算
書
は
法
人
全
体

の
も
の
で
す
。

事
業
概
要

　

法
人
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

の
一
環
で
あ
る
校
舎
再
整
備
に
つ
い

て
は
、
大
学
で
は
既
存
の
東
キ
ャ
ン

パ
ス
に
増
設
す
る
形
で
新
棟
と
体
育

館
が
平
成
30
年
２
月
に
竣
工
し
ま
し

た
。
平
成
30
年
９
月
か
ら
は
東
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
経
営
学
部
・
法
学

部･

経
営
学
研
究
科･

法
学
研
究
科

の
２
学
部
２
研
究
科
の
学
生
（
白
鷗

大
学
全
学
生
の
約
三
分
の
二
）
が
学

ぶ
こ
と
に
な
り
、
学
生
生
活
の
中
心

地
が
従
来
の
本
校
舎
か
ら
東
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

学
生
数
の
面
、
教
育
環
境
、
事
務

組
織
な
ど
大
学
機
能
の
大
半
が
新
た

な
東
キ
ャ
ン
パ
ス
に
シ
フ
ト
す
る
こ

と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
４

月
１
日
に
法
人
事
務
所
所
在
地
と

大
学
本
部
機
能
を
、
本
校
舎
か
ら
東

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
移
転
に
あ
わ
せ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
名
の
公
募
を
実
施
し
、
東

キ
ャ
ン
パ
ス
を
「
本
キ
ャ
ン
パ
ス
」、

本
校
舎
を
「
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
称
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
稼
動
状
況
と
し
て

は
、
図
書
館
が
平
成
30
年
４
月
に
既

存
棟
か
ら
新
棟
へ
移
設
し
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
平
成
30
年
９
月
の
後
期

授
業
開
始
時
に
は
改
装
し
た
既
存
棟

と
合
わ
せ
て
全
面
利
用
開
始
と
な
り

ま
す
。

　

大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

も
、
本
学
名
誉
教
授
で
あ
り
評
議
員

で
あ
る
加
藤
澤
男
先
生
の
功
績
（
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
３
大
会
出
場
し
、
金

メ
ダ
ル
８
個
を
含
む
メ
ダ
ル
12
個
を

獲
得
）
を
称
え
、
先
生
の
名
前
を
冠

し
た
「
加
藤
澤
男
記
念
体
操
場
」
が

平
成
29
年
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

大
学
は
従
来
締
結
済
で
あ
っ
た
小

山
市
、
茨
城
県
結
城
市
に
続
き
、
平

成
30
年
３
月
に
栃
木
市
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
の
講
師
の
派
遣
、
地
域

振
興
及
び
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
人
材

育
成
、
教
育
の
振
興
な
ど
で
自
治
体

と
協
力
し
、
今
後
と
も
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

決
算
概
要

　

事
業
活
動
収
支
と
し
て
は
、
収
入
面

で
は
学
生
生
徒
納
付
金
が
前
年
度
比

２
億
43
百
万
円
増
加
し
61
億
91
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
経
常
費
補
助
金
も
前

年
比
65
百
万
円
増
加
し
12
億
円
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
費
用
面
で
は
、
教
育

研
究
経
費
が
大
学
体
育
館
の
取
り
壊
し

費
用
な
ど
も
あ
り
２
億
14
百
万
増
加
し

31
億
24
百
万
円
、
管
理
経
費
が
50
百
万

円
減
少
し
６
億
84
百
万
円
と
な
り
、
本

業
で
あ
る
教
育
活
動
の
収
支
状
況
を
表

す
教
育
活
動
収
支
差
額
は
50
百
万
円
増

加
し
、
２
億
15
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
の
建
築
資
金
捻
出
の

た
め
有
価
証
券
を
売
却
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
売
却
差
額
が
２
億
58
百
万
、

大
学
の
体
育
館
建
築
に
対
す
る
補
助

金
１
３
４
百
万
等
あ
り
、
特
別
収
入

が
２
億
77
百
万
円
増
加
し
た
こ
と
等

か
ら
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
は
、
４
億
４
百
万
円
増
加
し
、

８
億
15
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
金
収
支
と
し
て
は
、
大
学
の
東

キ
ャ
ン
パ
ス
建
築
資
金
を
中
心
に
施
設

関
係
支
出
が
12
億
11
百
万
円
増
加
し

47
億
12
百
万
円
と
な
っ
た
た
め
、
特
定

資
産
を
取
り
崩
す
と
共
に
15
億
円
の
借

入
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
翌
年

度
繰
越
支
払
資
金
は
、
49
百
万
円
増
加

し
、
33
億
39
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

貸
借
対
照
表
と
し
て
は
、
東
キ
ャ
ン

パ
ス
建
築
に
よ
る
建
物
の
増
加
を
主
と

し
て
、
有
形
固
定
資
産
が
41
億
92
百
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
、
東
キ
ャ
ン

パ
ス
建
築
資
金
支
払
の
た
め
、
第
２
号

基
本
金
特
定
資
産
を
取
り
崩
し
た
こ
と

に
よ
り
、
特
定
資
産
は
19
億
64
百
万
円

減
少
し
ま
し
た
。
固
定
負
債
は
、
借
入

金
等
に
よ
り
10
億
60
百
万
円
増
加
し
ま

し
た
。

学校法人白鷗大学 平成29年度決算報告

主として大学への
補助金です。

主として入学検定
料です。

主として有価証券
の売却益です。

有価証券の売却収
入です。

大学校舎建築資金
としての借入です。

主として大学校舎
建築資金の支払で
す。

必要な運転資金維
持に係わる基本金
です。

固定資産の維持取
得に係わる基本金
です。

主として特定資産
の償還収入です。

主として平成30
年度入学者の入学
金、授業料等の学
生納付金です。

土地と図書以外の
有形固定資産につ
いては、減価償却
累計額を控除して
表示しています。

将来の校舎改築等
に備えるためのも
ので今年度大学の
校舎完成に伴い22
億円を取崩しまし
た。

大学の校舎建設に
伴い15億円の借入
れを行いました。
平成30年度返済予
定額5億円を短期
借入金へ振替えて
います。

将来取得する固定
資産に充てる金銭
の額で今年度大学
の校舎完成に伴い
22億円を第１号基
本金へ振替えてい
ます。

主として大学新校
舎機器備品の支払
です。

特定資産の償還に
対する代替購入に
よるものです。

減価償却費を含ん
でいるため資金収
支計算書と異なり
ます。

大学体育館建築に
対する補助金1億
3,469万円、施設設
備への寄付金161
万円などです。

主として高校、中
学、幼稚園への補
助金です。

大学の校舎建築に
よる増加です。

大学校舎完成に伴
い、建物に振替え
たことによる増加
です。
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法
人
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
、
Ｊ
Ｒ
小
山
駅

東
口
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
棟

と
体
育
館
が
完
成
し
た
。

　

地
上
８
階
建
て
の
新
棟
１
階

に
は
９
月
か
ら
営
業
を
開
始
す

る
予
定
の
学
生
食
堂
が
入
り
、

在
学
生
だ
け
で
な
く
一
般
の
方

も
利
用
す
る
こ
と
で
き
る
。
そ

の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
学
生
た
ち
が
自
由
に
活

動
で
き
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス

ペ
ー
ス
」
も
設
置
し
た
。
２
階

か
ら
４
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
図

書
館
に
は
、
経
営
と
法
律
の
専

門
書
が
並
ぶ
ほ
か
、
個
人
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
様
々
な
学
習
形
態

で
利
用
で
き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
モ
ン
ズ
や
ソ
フ
ァ
な
ど
が
置

か
れ
た
く
つ
ろ
げ
る
空
間
も
充

実
し
て
い
る
。
７
階
に
は
、
同

窓
会
組
織
で
あ
る
「
鷗お

う

友ゆ
う

会か
い

」

の
専
用
ス
ペ
ー
ス
が
完
成
。
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
会
議

本キャンパス新棟・体育館完成 

JR小山駅東口より徒歩１分の本キャンパス

M
ichael STO

U
T

法
学
部

　
　
　

教
授　

伊
藤　
　

悟

栗
田　
　

誠

　
　

准
教
授　

清
水　
　

潤

教
育
学
部教

授　

工
藤　

哲
夫

准
教
授　

新
谷
由
里
子

講
師　

森　
　

好
紳

【
昇 

格
】
（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

経
営
学
部講

師　

鈴
木　

仁
里

法
学
部准

教
授　

蓮
田　

哲
也

松
原　

和
彦

茂
木　

明
奈

教
育
学
部教

授　

渋
川　

美
紀

准
教
授　

宇
津
野
花
陽

濱
﨑　

裕
介

講
師　

網
野　

友
雄

【
退 

職
】
（
平
成
30
年
３
月
31
日
付
）

経
営
学
部

特
任
教
授　

新
井
佐
恵
子

今
井　

一
雄

教
授　

堀　

眞
由
美

講
師　

W
ayne Sum

ida
M

ichael M
organ

法
学
部

教
授　

石
村　

耕
治

鈴
木　

孝
之

比
護　

正
史

比
山　

節
男

教
育
学
部教

授　

冨
田　

英
也

【
新 

任
】
（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

経
営
学
部教

授　

力
石　

正
弘

講
師　

Stephanie Yuuko Iso
Neil Thomas MILLINGTON

教
員
人
事

　

教
育
学
部
を
中
心
に
学
ぶ
大
行
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備
が
今
夏
か
ら
始

ま
る
。

　

昨
年
か
ら
第
二
体
育
館
の
取
り
壊

し
や
加
藤
澤
男
記
念
体
操
場
を
新
設

し
て
き
た
が
、
Ｊ
Ｒ
小
山
駅
東
口
前

の
本
キ
ャ
ン
パ
ス
が
完
成
し
た
こ
と

を
受
け
、
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編

計
画
が
本
格
化
す
る
。
１
・
４
号
館
を

教
室
棟
か
ら
実
習
棟
に
変
更
す
る
ほ

か
、
１
号
館
ア
ネ
ッ
ク
ス
２
階
の
大

教
室
は
ダ
ン
ス
室
に
改
修
す
る
と
と

も
に
、
旧
短
大
校
舎
で
老
朽
化
し
た

５
号
館
か
ら
10
号
館
ま
で
を
取
り
壊

す
。
正
門
付
近
の
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

も
利
便
性
に
合
わ
せ
、
改
修
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
２
号
館
２
階
に
は

教
職
支
援
室
と
実
習
指
導
室
を
配
置

し
、
教
員
を
め
ざ
す
学
生
に
一
貫
し

た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
フ
ロ
ア
と

な
る
。

　

２
０
１
９
年
秋
ま
で
に
工
事
を
終

え
る
予
定
で
、
教
育
学
部
の
学
び
の

拠
点
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

■ 憲法のこれから（別冊法学セミナー；No.247. 新・総合特集シリーズ；8）
　  岡田順太（法学部教授［ほか］著　2017年7月刊／243頁／日本評論社／2,052円

■ なんで、「あんな奴ら」の弁護ができるのか?
　  村岡啓一（法学部教授）監訳　2017年8月刊／303頁／現代人文社／3,456円

■「Web教材制作演習－デジタル教科書＆アニメーション」
　  黒澤和人（経営学部教授）著　2017年12月刊／146頁／丸善プラネット／2,160円

■ レントゲン（コミック版世界の伝記； 39）
　  岡田晴恵（教育学部教授）監修　2018年3月刊／126頁／ポプラ社／1,026円

■「これからの情報科学」
　  師啓二、樋口和彦、舩田眞里子、黒澤和人（いずれも経営学部教授）著
　  2018年4月刊／312頁／学文社／3,132円

■ ブリッジブック法システム入門〔第4版〕―法社会学的アプローチ
　  平山真理（法学部教授）［ほか］著　2018年6月刊／367頁／信山社出版／2,916円

■「10代に語る平成史」
　  後藤謙次（経営学部特任教授）著　2018年7月刊／256頁／岩波書店／972円

教員著書紹介

室
が
設
け
ら
れ
、
卒
業
生
の
交

流
が
よ
り
活
発
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

新
棟
に
隣
接
す
る
２
階
建
て

の
体
育
館
は
約
１
３
０
０
人
を

収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
授

業
や
学
生
団
体
の
活
動
だ
け
で

な
く
、
学
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
利
用
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

９
月
ま
で
に
経
営
学
部
が

移
転
し
、
後
期
授
業
か
ら
は

経
営
学
部
と
法
学
部
の
学
生

約
３
０
０
０
人
が
学
ぶ
こ
と

に
な
る
。

　

ま
た
経
営
学
部
の
移
転
に
先

駆
け
、
今
年
４
月
に
大
学
本
部

が
駅
前
に
移
転
し
た
こ
と
を

機
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
名
を
変

更
。
駅
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

「
本
キ
ャ
ン
パ
ス
」、
従
来
の

本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
所
在
地
名
を

冠
し
「
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
し
た
。

多目的に使えるHAKUOH ARENA９月オープン予定の「かもめ食堂」

３フロアからなる図書館

再
編
始
ま
る

2019年秋以降の大行寺キャンパスイメージ

大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の


